
2023 年 6 月号 

いよいよ中国出張再開へ!! 

いつもお世話になっております。 

毎号当メルマガに目を通して頂いてありがとうございます。 

2023 年 3 月、中国のコロナ政策が大きく転換。これまでの厳しいゼロコロナ規制から一転

して解除方針に切り替わりました。外国人に対する入国規制も段階的に緩和されている 

状況ではありますが、コロナ前とはずいぶんと変わっていることもありますので、ご紹介

したいと思います。 

※なお、中国の入境政策は日々刻々と変化しております。配信時には記事の内容と異なる  

可能性もありますので、渡航手続きに際しては、 

日本大使館 HP https://www.cn.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html

中国大使館 HP http://jp.china-embassy.gov.cn/jpn/

などで必ず最新情報をご確認くださいませ！ 

①中国への渡航は「ビザ（査証）」が必要に 

2003 年以降、15 日以内の中国滞在に「ビザ」は必要ありませんでしたが、2020 年 3 月に 

コロナの拡大を防ぐため、ビザ免除の措置が停止されました。 

メディアでも報道されていましたように、解除後も「ビザ」が必要な上、入国後 2 週間～

4 週間の隔離が必要な状況が続いていたため、簡単に出張を計画できる状況ではありませ

んでした。 

3 月以降、外国人渡航者に対する規制はさらに緩和されたものの、依然ビザは必要と   

なっており、中国の取引先などに招聘状（インビテーション）を作成してもらい、各地域

の大使館・領事館（関西エリアなら心斎橋のビザセンター）に申請しなければなりません。

申請が通れば「3 ヶ月以内に 1 度渡航可能なビザ」が発行される流れになっていますが、
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この「ビザ申請」が結構クセモノで、事前に中国のビザ申請用 HP にアクセスして数ページ

にわたる情報を入力しなければならない上に、渡航希望者が多いせいか、まず申請日の 

「予約」にかなりの日数が掛かります。5月末の時点では「申請予約」に 2ヶ月近く掛かる

ケースもあったようで、これが出張の一番大きな障壁になっています。 

以前のように「ビザなし」訪問ができるようになる日も近いのでは？ 

という予測もあるものの、5 月末時点では滞在期間の長さに関わらず、ビザ取得が必要に

なっています。 

②ホテルの変化 

私たち貿易部はビザを取得して、6 月に中国出張を計画していますが、先日現地の社員に

ホテルの予約を依頼したところ、以前よく宿泊していたホテルは、コロナ期間中に閉業し

ていました。日本ではコロナ期間中、企業に対し”持続化給付金”など各種補助金の給付

制度がありましたが、中国ではそういった類のものはなかったらしく、特に旅行業界や  

飲食業界は大きなダメージを受けたとのこと。 

結局、別のホテルを予約してはもらったのですが、今度は「最近のホテルは、アメニティ

グッズを置かなくなったので、持ってきてください」と言われました。経費節減か、環境

保護の流れからなのかは不明ですが、コロナ後のホテルではスリッパや歯ブラシ、石鹸な

どの備品を置かなくなったようです。比較的長い日程で中国出張を行うことの多い私たち

にとっては持ち物が増えて、ちょっと面倒なことになっています…。 

③6月以降のコロナ増加？ 

中国のニュースを見ていますと、「6月には感染拡大の第二波が来るだろう」というような

予測も出始めています。 

中国の新型コロナ対策のリーダーである鍾南山氏の言葉を

引用して紹介しますと、 

「ピーク時には 1 週間で 6500 万人の感染が予測される」と

のことなので、相当な数に上りそうです。出張中に隔離措置

が発動されるようなことになると困りますので、十分気を 

付けたいと思います。 

（引用元：https://baijiahao.baidu.com/s?id=1766570618024523849 ） 



今月の石種情報 

さて、今月の石のトピックは以前にもご紹介した「青雲石」です。 

徐々に認知度も上がってきたのか？ 

最近、引合いやご注文をいただく機会も増えてきました。 

人気のあった「Ｇ６６８」に似た緑黒系の中国産の石で、和型墓石はもちろんのこと洋型

墓石にもマッチする落ち着いた色合いは汎用性が高そうです。 

ご興味ありましたら、是非、弊社営業員までご連絡くださいませ。サンプルのご請求も  

お待ちしております。 

今月は以上です。来月もどうぞよろしくお願い致します。 
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